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「挑戦！一歩前進」
文責：校長 右田尚久

早いもので、もう明日から6月です。6月の和名は「水無
月」。ここに使われる「無」は、「無い」という意味では
なく、「の」を意味します。「水無月」とは、「田んぼに水
を引く月」を由来とし、「水の月」という意味があります。
暦の上では、「立春」から135日目の6月11日頃が「入梅」
です。梅の実が熟す頃で、梅雨の始まりとされていますが、
現代では気象庁から発表される「梅雨入り」「梅雨明け」
が梅雨の目安です。他には、葵月（あおいづき）、風待月

（かぜまちづき）、常夏月（とこなつづき）とも言われます。蒸し暑い季節になり
ますので、体調管理や食中毒等にも気をつけたいものです。

団結、感動、迫力のある体育大会
「駆け抜けろ、チーム一丸～connect to the future」のスローガンのも

と5月19日に体育大会を開催しました。生徒たちは、準備から当日までそれぞれの
立場で役割を果たし、体育大会を成功させることができました。最後まであきら
めず、自分の力を精一杯発揮していた姿に感動したのは私だけではないと思いま
す。多くの方々のご声援、ありがとうございました。また、本年度から校区の市
議会議員の方々や学校運営協議会の方々をご案内して開催できたことをうれしく
思います。
1年生は初めての体育大会、2年生は来年度へつなげる体育大会、3年生は中学校

最後の体育大会とそれぞれ思いは違っても、それぞれのリーダーが団をまとめ、
荒尾海陽中学校一丸となって駆け抜けた体育大会だったと思います。団結した感
動、迫力のある体育大会をありがとう。立派な挑戦でした。

体育大会の振り返り集会にて
５月２１日に全校生徒が体育館に集まり、「体育大会の振り返り集会」を行いま

した。冒頭で、全種目をプレゼンし、映像で見ました。各クラス旗の映像や必死
でバトンを繋ぐ姿、団体競技の長縄跳びやムカデ競走、綱引き、楽しく笑顔で踊
る3年生のダンス等、生徒が躍動する姿を振り返ることができました。その陰には
ナイスショットを撮り続けた佐藤先生や休みの日を返上して編集した紫藤先生の
取組のおかげです。ありがとうございました。
その後、各学年から3名の人が立派に体育大会を振り返ってくれました。

【1年代表：武田侑希さん】
私にとって初めての体育大会でした。初めてだったので３年生の

足を引っ張らないか、みんながまとまって行動できるかなどの不安
や緊張がありました体育大会の結団式で応援団の３年生の自己紹介
があり、応援団長の思いを知って３年生のにとって最後の体育大会
だから最高の思い出にできるよう頑張ろうと思いました。１回目の
団練習が始まって応援歌が書かれた紙をもらいました。だんだん全
体練習も増えていき、団長が一人で 1.2.3 年生をまとめているのが
すごいなと思いました。団長は私たちにラジオ体操を丁寧に教えて

くれたり、前の日の反省点などを教えて、みんながまとまった行動できるようにアドバ
イスをくれたりしました。はじめは緊張もあったけど３年生の思いを知ってがんばるこ
とができました。体育大会本番では、今まで練習してきたことを全て出し切れたと思っ
ています。最初に比べて全員声も大きくなっていたし、行動するのも早くなっていたと
思います。団長が「最高の体育大会になりました。」と言ってくれて、とってもうれし
かったし、頑張ってよかったと思いました。クラスの練習でも学んだことがたくさんあ
ります。私たち一年生は長縄跳びとリレーに取り組みました。特に私たちのクラスでは、
長縄をたくさん練習しました。競技を通してリレーでは、最後まで走り抜けること、長
縄では、引っかかってしまった人がいても励まし合うことをみんなで約束しました。毎
日朝練を行いました。たくさん練習をしてきずなが深まりました。みんなと協力して取
り組むことの楽しさとうれしさを実感することができました。初めての体育大会を開催
していただきありがとうございました。来年も再来年も頑張ります。



【２年代表：片山佳音さん】
体育大会を振り返って頑張ったことが３つあります。１つ目は応

援リーダーです。私は応援リーダーとしての最初の仕事は、覚悟を
決めることからでした。それは、一番はじめに応援リーダーを集め
た先生から言われた「責任を持ち最後までやり遂げることができな
いならこの教室から出て行ってください。」という言葉でした。そ
の言葉があったから私は責任を持ちみんなの前で声を張り上げて整
列させ、誰よりも早く集合することを心がけ、最後まで頑張ること
ができました。

２つ目は全員リレーです。全員リレーの練習では、最初にリレーリーダーと走順を決
めましたが、学年練習で実際に走ってみたところ、運動場１周差ついてしまいました。
そこでリレーリーダーの人たちと何度も走順を決め直し、走るのが苦手な人を得意な人
でカバーするように走順を考え直しました。それでもうまくいかなかった部分は、バト
ンパスの練習を重ねて工夫しながら多くの時間をかけてがんばりました。だからこそ他
のクラスに勝てなかったのがとても悔しかったです。でも今までで一番いい全員リレー
になったのでよかったです。
３つ目は、ムカデ競走です。ムカデ競走では、当日１位をとることができました。前

日ムカデリーダーの人がロープの持ち方とたすきの渡し方の作戦を立てていました。こ
の作戦を練習なしで当日実行していたらうまくいかなかったと思います。みんなで心を
一つにして努力した結果、１位をとれたことがとてもうれしかったです。
私はこれらの経験を通していろんなことを学びました。何事にも責任を持って取り組

むことの大切さです。次にうまくいかないときでも諦めずに何度も挑戦し続けることの
大切さです。そしてチームワークと粘り強い工夫が結果につながることです。特に応援
リーダーとして活動する中で、はじめはみんなが声を出さなかったけど、自分や他の応
援リーダーと声をあげることで、みんなも声を出してくれるようになりました。そして
みんなの練習に取り組む姿勢が少しずつ変わっていったのがうれしかったです。これま
でのがんばりを今後の学校生活にも生かしていくことが大事だと思います。私は、これ
から何事にも諦めず挑戦して一生懸命取り組んでいきたいと思います。
【３年代表：林田紗彩さん】

私は、1.2年生で参加した体育大会で、先輩たちが踊っていた
ダンスを見て３年生になったらダンスリーダー長に挑戦したい
と思っていました。そして、今年の体育大会でダンスリーダー
長になることができ、先輩たちもダンスに負けないような作品
を作りたいという目標を掲げていました。実際にダンスリーダ
ー長になってみるとイメージどおりにうまくいかないことや練
習時間が足りないことで本番に間に合うかとても不安に感じて
いました。しかし、ダンスリーダーのみんなの協力や３年生全

員の練習への取組のおかげで本番までに完成することができました。一人の力で
は難しいこともみんなでよりそい励まし合い、そして磨き合うことで目標に向け
て一歩前進することができるんだなと感じました。本番では、みんながとても楽
しそうに踊っており、今までの中で一番よい作品を保護者の方や１．２年生に届
けることができたと思います。それは、３年生全員で楽しく踊るというテーマに
対してチーム一丸となって取り組んだ結果だと感じます。体育大会は終わりまし
たけど、中学校行事やこれからの中学校生活は続いていきます。楽しい思い出を
たくさん残せるように体育大会で学んだチーム一丸で取り組むという経験を、そ
して挑戦し続けることを大切にしながら、全員で全力で駆け抜けていきましょう。

お詫びと訂正：第３号に掲載しましたバドミントン部の県大会に出場する氏名
が間違っておりました。正しくは「森山美愛さん」です。申し訳ありません。


